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激甚化する豪雨災害を受けて、

2021年５月に流域治水関連法が整

備され、ＵＲは地方公共団体からの委託に基づき、

防集事業の事業計画の策定や実施が可能になりま

した。

関連してＵＲは島根県と広島県を流れる中国地

方最大の１級河川、江の川の中下流域の河川整備

とまちづくり計画を連携させたマスタープランの

策定を支援。翌 年からは防集事業の推進に向け

て大洗町を本格的に支援しています。

大洗町の事業の特徴は、新規に住宅地を造成す

るのではなく、隣接する既成市街地の空き家・空

き地を利用した移転（差し込み型）を進めている

点です。生活環境の激変を抑えながら、次世代の

コミュニティー醸成にもつなげるコンパクトなま

ちづくりを目指しています。

この事業には強制力がなく、住民の主体性が重

要になりますが、大洗町の堀割・五反田周辺地区

では、話し合いを重ねながら、町が住民の意識醸

成を図って、移転を促進しています。

近年、人口減少で各地の市街地で空き地・空き

家が生まれていますが、今回の試みは町なかに発

生する空き家の活用促進にもなります。今後、防

集事業は大洗町等の差し込み型の事例も通して制

度改善が進み、全国的に展開が広がることを期待

しています。

蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲

防災集団移転促進事業には強制

力がありません。行政が住民に移

転を勧めるものではなく、町にとって初めての経

験でした。住民にその点を理解してもらうのが最

初の課題でした。

「災害危険区域」に指定された堀割・五反田周

辺地区は、昭和 年代から住宅が建ち始め、住民

は川とともに暮らしてきました。度重なる浸水被

害に遭いながら、当初は、防集事業について住民

の理解が得られませんでした。

まず、移転費用の問題です。災害危険区域は幾

度も浸水を受けている地区なので買い上げる土地

の値段は安く、移転希望先はスーパーや駅が近く、

利便性や安全性が高いため地価が高い。さらに、

防集事業では「５戸以上で地区住民の半数以上が

指定した土地に集団移転することが必要」という

条件をクリアするのも厳しい。

それでも事業に国の同意が得られた後は、もっ

とスピーディーに進めてほしいという要望も出て

います。残された時間を意識しつつ、家族とも相

談して「早めに移転した方が安心だ」と考えた高

齢住民ほど、移転を先に決断する傾向がありまし

た。比較的広い住宅に住んでいた人も、子どもた

ちが独立し１人か２人で暮らすなら、土地も家も

小さくなっても十分という判断もあります。

人口減少の時代、行政がお金をかけてどんどん

宅地を整備していくことはできません。住民に主

体的に防災やまちづくりについて考えてもらうこ

とが重要ですが、住民の力だけでは動きません。

行政がそこをどうやって後押しするか。その押し

方がなかなか分かりませんでした。

そこにＵＲさんは事業の検討が始まった当初か

ら町民への接し方や、多くの住民が参加する「み

んなで考える防災まちづくり」の運営の仕方など

について、全国のまちづくりの事例を交え、一緒

に悩み、考えてくれました。私たちの背中を押し

てもらい、すごくありがたかった。こうして住民

が主体になった大洗町の「防災まちづくり」を多

くの人に知ってほしいですね。

大洗町都市建設課主査・木村成利さん

住民理解・移転費用 一つずつ解決

ＵＲ都市機構災害対応支援部調整役・重田猛さん

既成市街地の空き家・空き地利用

こ
の
事
業
は
国
か
ら
補
助
を

受
け
た
自
治
体
が
住
民
の
土
地

を
買
い
取
り
、
住
民
は
そ
の
費

用
を
移
転
先
の
宅
地
の
購
入
な

ど
に
充
て
る
仕
組
み
だ
｢
災
害

危
険
区
域
｣
で
は

区
域
内
か
ら

移
転
す
る
住
民
の
半
分
以
上
が

事
業
計
画
に
定
め
ら
れ
た
安
全

な
地
域
に
集
団
で
移
転
す
る
こ

と
が
条
件
に
な
っ
て
い
る
。

町
は

年
、
堀
割
・
五
反
田

周
辺
地
区
の
う
ち
床
上
浸
水
の

危
険
度
が
高
い

戸
を
含
む
地

区
を
「
災
害
危
険
区
域
」
（
約

６
万
７
０
０
０
平
方
㍍
）
に
指

定
。
甲
子
園
球
場
の
約
１
・
７

倍
の
広
さ
に
あ
た
る
。
そ
の
地

区
に
居
住
す
る
全
戸
が
移
転
対

象
で
、
こ
の
う
ち
半
数
の

戸

以
上
が
指
定
さ
れ
た
町
内
エ
リ

ア
に
集
団
で
移
転
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

し
か
し
、
新
た
に
高
台
を
造

成
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
既
成

市
街
地
の
空
き
地
や
空
き
家
を

活
用
し
た
「
差
し
込
み
型
」
で

移
転
を
進
め
る
手
法
を
採
用
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
時
に
、

移
転
に
よ
り
町
の
中
心
部
へ
の

住
宅
集
約
を
図
る
こ
と
で
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
化
も
期
待
で

き
る
か
ら
だ
。

こ
の
防
集
事
業
に
強
制
力
は

な
い
。
国
や
町
が
一
方
的
に
進

め
る
も
の
で
は
な
く
、
住
民
一

人
一
人
が
「
自
分
の
命
と
財
産

を
事
前
に
守
る
」
と
い
う
意
識

を
持
つ
こ
と
が
重
要
だ
。
現
地

を
案
内
し
て
く
れ
た
Ｕ
Ｒ
災

害
対
応
支
援
部
の
小
松
﨑
裕

輔
さ
ん
は
「
こ
の
事
業
の
一
番

の
課
題
は
、
住
民
が
主
体
的
に

参
加
す
る
形
で
移
転
が
進
め

ら
れ
る
か
ど
う
か
で
す
」
と
語

る
。町

都
市
建
設
課
主
査
の
木
村

成
利
さ
ん
も
「
町
か
ら
集
団
移

転
を
勧
め
ら
れ
た
か
ら
、
で
は

な
く
、
自
分
た
ち
の
暮
ら
し
を

守
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い

い
の
か
を
住
民
の
皆
さ
ん
に
考

え
て
も
ら
う
よ
う
に
努
め
て
き

ま
し
た
」
と
強
調
す
る
。

「
移
転
し
よ
う
に
も
費
用
が

な
い
」
「
高
齢
で
こ
の
ま
ま
の

暮
ら
し
を
続
け
た
い
」
。
町
は

年
か
ら
「
み
ん
な
で
考
え
る

防
災
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う
話

し
合
い
の
場
を
設
け
て
き
た
。

集
団
移
転
対
象
区
域
の
地
元
住

民
に
よ
る
意
見
交
換
会
で
は
こ

ん
な
不
安
の
声
が
相
次
い
だ
。

一
方
的
な
説
明
に
な
ら
な
い
よ

う
に
、
会
場
の
椅
子
を
円
形
に

置
き
、
住
民
同
士
が
顔
を
見
な

が
ら
話
せ
る
よ
う
な
工
夫
も
し

た
。
Ｕ
Ｒ
か
ら
紹
介
さ
れ
た
防

災
の
専
門
家
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
も
開
き
、
災
害
に
関
す

る
知
識
の
共
有
を
図
っ
た
。

集
団
移
転
の
難
し
さ
は
、
単

な
る
家
屋
の
移
転
に
と
ど
ま
ら

な
い
。
「
介
護
が
必
要
な
家
族

が
い
る
」
「
子
ど
も
の
通
学
が

不
便
に
な
る
」
と
い
っ
た
各
家

庭
の
事
情
も
あ
る
。
長
年
築
か

れ
て
き
た
近
隣
関
係
が
バ
ラ
バ

ラ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
維
持
が
求
め
ら
れ

る
。
高
齢
者
の
孤
立
も
避
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

移
転
費
用
の
負
担
も
大
き

い
。
度
重
な
る
浸
水
被
害
を
受

け
た
移
転
元
の
地
区
で
は
買
い

取
り
価
格
が
低
く
な
る
一
方
、

移
転
先
の
町
な
か
の
地
価
は
高

い
。
移
転
可
能
な
空
き
地
・
空

き
家
が
確
保
で
き
る
か
ど
う
か

も
課
題
だ
。
高
齢
者
に
は
新
た

な
資
金
の
借
り
入
れ
は
難
し

い
。
木
村
さ
ん
は
「
何
よ
り
も

丁
寧
な
対
話
を
進
め
、
住
民
の

個
別
相
談
も
重
視
し
て
い
ま

す
」
と
語
る
。

移転した建物跡を前に、堀割・五反田周辺地区の移転状況を説明するＵ

Ｒ災害対応支援部の小松﨑裕輔さん‖茨城県大洗町で１月、池田知隆撮影

防災集団移転に関する研究発表会が行われた「第６回みんなで考える防

災まちづくり」‖茨城県大洗町の堀割集会所で２月（大洗町提供）

事
前
防
災

町
中
心
部
に住

民
主
体

安
心
へ
決
断

防
災
集
団
移
転
促
進
事
業

災
害
が
発
生
、
ま
た
は
災
害
の
恐
れ
の
あ
る
区
域

で
集
団
移
転
を
進
め
る
た
め
の
制
度
で
、
１
９
７
２

年
に
創
設
。
国
の
補
助
を
受
け
、
自
治
体
が
主
体
と
な
っ
て

運
用
す
る
。
東
日
本
大
震
災
で
は
、
沿
岸
部
の
津
波
被
災
地

域
で
多
く
活
用
さ
れ
て
お
り
、高
台
に
住
宅
団
地
を
整
備
し
、

津
波
被
害
の
大
き
い
低
地
部
か
ら
の
集
団
移
転
を
促
す
。
那

珂
川
流
域
で
は
大
洗
町
の
ほ
か
、
栃
木
県
那
須
烏
山
市
で
移

転
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

2019年の台風19号で浸水被害を受けた大洗町

の堀割漁港周辺‖大洗町提供

川
岸
の
38
戸
集
団
移
転
へ

涸
沼
川
沿
い
に
住
宅
が
建
ち
並
ぶ
堀
割
・
五
反
田
周
辺
地
区（
右
）

‖
茨
城
県
大
洗
町
で
１
月
、
池
田
知
隆
撮
影

災害危険区域から町ぐるみで安心・安全な土

地へ――。洪水や津波、土砂崩れなどの自然災

害から住民の命と財産を守るため、集団移転を

図るのが防災集団移転促進事業（以下、防集事

業)だ｡発生から 年を迎えた東日本大震災の被

災地では、宮城県南三陸町など多くの津波被災

地で事業が進められてきた。2019年に東日本台

風(台風 号)などの浸水被害を受けた茨城県大

洗町は、全国で初めて、事前防災として町中心

部の空き地・空き家に集団移転する試みに取り

組んでいる。カギは「住民一人一人の主体的な

意思決定」だという。事前防災とコンパクトな

まちづくりを進める現場を訪ねた。【池田知隆】

茨
城
県
の
太
平
洋
沿
岸
の
ほ

ぼ
中
央
に
位
置
す
る
人
口
１
万

５
０
０
０
人
余
の
港
町
、
大
洗

町
。
海
水
浴
や
サ
ー
フ
ィ
ン
な

ど
ビ
ー
チ
リ
ゾ
ー
ト
の
観
光
地

で
も
あ
る
こ
の
町
は
、
福
島
、

栃
木
、
茨
城
の
３
県
を
流
れ
、

太
平
洋
に
注
ぐ
１
級
河
川
、
那

珂
川
の
河
口
に
あ
る
。
江
戸
期

に
は
東
北
各
藩
が
こ
こ
の
港
か

ら
物
資
を
江
戸
に
送
り
、
現
在

は
北
海
道
・
苫
小
牧
と
フ
ェ
リ

ー
で
つ
な
が
っ
て
い
る
。

各
地
に
甚
大
な
爪
痕
を
残
し

た
東
日
本
台
風
は
、
那
珂
川
流

域
に
も
大
き
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
。
国
土
交
通
省
で
は
気
候

変
動
に
よ
り
降
雨
量
や
水
害
発

生
頻
度
が
増
え
る
と
試
算
。
２

０
２
１
年
に
流
域
全
体
の
あ
ら

ゆ
る
関
係
者
が
協
働
し
て
水
害

対
策
を
行
う
「
那
珂
川
水
系
流

域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
動

き
だ
し
た
。
堤
防
整
備
、
河
道

掘
削
、
遊
水
地
整
備
な
ど
氾
濫

を
防
ぐ
対
策
に
加
え
、
土
地
利

用
や
住
ま
い
方
の
工
夫
と
い
っ

た
被
害
対
象
を
減
ら
す
対
策
と

し
て
防
集
事
業
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。

那
珂
川
下
流
に
流
れ
込
む
涸

沼
川
に
近
接
す
る
大
洗
町
の
堀

割
・
五
反
田
周
辺
地
区
で
は
、

増
水
し
た
那
珂
川
の
水
が
涸

沼
川
に
逆
流
す
る
現
象
に
よ

り
、
過
去

年
に
４
度
も
浸

水
被
害
に
見
舞
わ
れ
た
。
東

日
本
台
風
で
も
約
１
０
０
棟
が

浸
水
し
、
住
民
の
約
８
割
が
、

条
件
に
よ
っ
て
は
移
転
し
た

い
と
の
意
向
を
示
す
調
査
結
果

が
出
て
い
た
。

町
は

年
計
画
の
「
防
災
ま

ち
づ
く
り
」
に
着
手
。
従
来
の

よ
う
な
堤
防
の
整
備
に
は
時
間

が
か
か
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
対
策

手
法
の
組
み
合
わ
せ
を
検
討

し
、
災
害
の
危
険
性
か
ら
居
住

に
適
当
で
な
い
地
域
に
住
む
住

民
の
集
団
移
転
に
着
目
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
を
実
施
す
る
に

は
町
に
人
手
も
ノ
ウ
ハ
ウ
も
不

足
し
て
い
た
。

そ
こ
で
町
は
防
集
事
業
を
含

む
流
域
治
水
関
連
業
務
に
取
り

組
ん
で
い
る
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構

（
都
市
再
生
機
構
、以
下
Ｕ
Ｒ
）

に
協
力
を
要
請
し
、
Ｕ
Ｒ
と
と

も
に
防
集
事
業
の
事
業
計
画
を

策
定
し
た
。

小林仙壽さん

住
民
間
で
意
見
交
換
を
重
ね

る
う
ち
に
、
三
つ
の
集
団
移
転

グ
ル
ー
プ
が
生
ま
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
に
ま
と
め
役
が
現
れ
た
。
長

く
町
内
会
長
を
務
め
て
き
た
小

林
仙
壽
さ
ん
(

)
も
そ
の
一

人
。
自
宅
を
併
設
す
る
事
業
所

で
清
掃
関
連
業
を
営
ん
で
き
た

が
、
こ
れ
ま
で
４
度
も
浸
水
被

害
に
遭
っ
た
。
移
転
を
決
断
し

た
小
林
さ
ん
は
「
川
べ
り
は
涼

し
く
、静
か
で
暮
ら
し
や
す
い
。

で
も
、
子
や
孫
の
世
代
の
こ
と

を
思
う
と
、
浸
水
し
な
い
安
全

な
場
所
に
住
ま
い
を
移
す
と
い

う
選
択
肢
も
あ
る
。
災
害
の
な

い
安
心
で
き
る
と
こ
ろ
に
移
り

た
い
思
い
が
強
か
っ
た
」
と
振

り
返
る
。

集
団
移
転
に
向
け
た
住
民
の

総
意
が
ま
と
ま
り
、

戸
は
町

内
の
同
じ
小
学
校
区
域
内
に
集

団
移
転
し
、

戸
が
個
別
に
移

転
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

年

６
月
、
事
業
に
関
す
る
国
土
交

通
相
の
同
意
も
得
ら
れ
た
。

「
事
業
が
動
き
だ
す
と
、
住

民
の
移
転
の
機
運
が
一
気
に
高

ま
り
ま
し
た
。
特
に

〜

代

の
高
齢
者
は
ご
家
族
の
支
え
も

あ
り
、
将
来
を
見
据
え
た
判
断

を
早
く
固
め
る
傾
向
が
あ
り
ま

し
た
」
と
木
村
さ
ん
。
「
集
団

移
転
先
は
、
そ
れ
ま
で
の
生
活

環
境
が
大
き
く
変
わ
ら
な
い
よ

う
に
同
じ
小
学
校
校
区
内
で
見

つ
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

次
世
代
に
つ
な
が
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
を
維
持
し
て
い
き
た

い
」す

で
に

戸
は
移
転
ま
で
完

了
し
、

戸
で
移
転
補
償
の
合

意
が
成
立
。
小
林
さ
ん
も
移
転

先
は
決
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。

町
は
「
事
業
計
画
の
３
年
目
に

あ
た
る

年
度
中
に
は
半
数
の

集
団
移
転
先
が
決
ま
る
よ
う
に

し
た
い
」
と
し
て
い
る
。

集
団
移
転
後
の
跡
地
利
用

は
、
水
辺
空
間
を
利
用
し
た
観

光
地
に
す
る
な
ど
の
ア
イ
デ
ア

も
出
て
い
る
が
、ま
だ
白
紙
だ
。

「
何
よ
り
も
移
転
し
た
皆
さ
ん

が
、
移
転
し
て
よ
か
っ
た
と
思

え
る
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
き

た
い
。
移
転
先
で
の
新
旧
住
民

間
の
融
和
も
課
題
で
す
。
集
団

移
転
す
る
住
民
だ
け
で
な
く
、

広
く
町
全
体
の
問
題
と
し
て
町

民
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
大
切
で
す
」
と
木
村
さ
ん
は

語
る
。

今
年
２
月

日
、
「
先
進
的

住
民
主
体
の
事
前
防
災
」
を
テ

ー
マ
に
し
た
研
究
発
表
と
パ

ネ
ル
討
論
が
大
洗
町
内
の
集

会
所
で
開
か
れ
た
。
第
６
回
に

な
る
「
み
ん
な
で
考
え
る
防
災

ま
ち
づ
く
り
」
の
集
ま
り
だ
。

地
元
の
大
学
生
や
全
国
の
大
学

の
研
究
者
や
専
門
家
、
海
外
か

ら
の
研
究
者
も
参
加
し
、
集
団

移
転
を
め
ぐ
る
住
民
意
識
調
査

や
事
前
防
災
を
め
ぐ
る
世
界

各
地
の
事
例
も
紹
介
。
パ
ネ
ル

討
論
で
は
地
域
住
民
か
ら
も

活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

こ
の
町
は
い
ま
、
住
民
が
主
体

に
な
っ
た
集
団
移
転
の
先
進
的

事
例
と
し
て
注
目
を
浴
び
て
い

る
。Ｕ

Ｒ
災
害
対
応
支
援
部
調
整

役
の
重
田
猛
さ
ん
は
話
す
。「
防

災
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
で

は
、
住
民
が
主
体
的
に
動
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
河

川
水
害
を
防
ぐ
に
は
、
堤
防
な

ど
の
対
策
も
あ
る
が
、
危
険
な

場
所
か
ら
移
転
す
る
と
い
う
方

法
も
あ
り
ま
す
」

そ
の
上
で
「
町
な
か
に
集
団

移
転
し
、
コ
ン
パ
ク
ト
化
を
進

め
る
大
洗
町
の
事
例
は
、
過
疎

化
や
空
き
地
、
空
き
家
問
題
で

悩
む
全
国
の
自
治
体
の
参
考
に

な
り
ま
す
。
今
後
、
こ
こ
で
の

経
験
を
生
か
し
、
全
国
各
地
で

防
集
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
」
と
熱
く
語
る
。

事
前
防
災
に
向
け
た
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
。
大
洗
町
で

の
新
た
な
試
み
に
こ
れ
か
ら
も

目
が
離
せ
な
い
。
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